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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　1つ以上の、道路の路面に生じた段差を解消するための段差解消材と、

　1つ以上の前記段差解消材の上に敷かれ、前記路面を走行する車両から前記段差解消材

への衝撃を緩和する緩衝材とを含み、

　前記段差解消材は、袋体とその袋体内に充填される発泡体とを含み、

　前記発泡体の比重は 0 . 4～ 0 . 7で あり、

　前記車両が通過するものとし、前記段差解消材は車両の通過に伴いその体積比が変化す

るものとし、かつ、体積比の変化は収束するものとし、収束した状態の前記段差解消材の

体積比は 0.75以上であり、

　前記緩衝材はゴムマットからなる、

　段差解消構造。

【請求項２】

　道路の路面に生じた段差を解消するための段差解消方法であって、

　1つ以上の段差解消材を少なくとも段差が無くなるまで積み、

　前記路面を走行する車両から前記段差解消材への衝撃を緩和する緩衝材を、1つ以上の

段差解消材の上に敷き、

　前記段差解消材は、袋体とその袋体内に充填される発泡体とを含み、

　前記発泡体の比重は 0 . 4～ 0 . 7で あり、

　前記車両が通過するものとし、前記段差解消材は車両の通過に伴いその体積比が変化す
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る も の と し 、 か つ 、 体 積 比 の 変 化 は 収 束 す る も の と し 、 収 束 し た 状 態 の 前 記 段 差 解 消 材 の

体 積 比 は 0.75以 上 で あ り 、

　 前 記 緩 衝 材 は ゴ ム マ ッ ト か ら な る 、

　 段 差 解 消 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 道 路 の 路 面 に 生 じ た 段 差 を 解 消 す る た め の 段 差 解 消 構 造 、 段 差 解 消 材 、 段 差

解 消 材 に 用 い る 発 泡 体 、 及 び 段 差 解 消 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 震 災 時 等 に 路 面 に 段 差 が 発 生 し た 場 合 、 緊 急 車 両 の 通 行 及 び 一 般 車 両 の 排 出 を 行 う た め

に 応 急 復 旧 を 行 う 必 要 が あ る 。 従 来 で は 、 段 差 に 土 嚢 を 積 み 上 げ る こ と で 、 段 差 の 解 消 を

図 っ て い た （ 図 １ 参 照 ） 。

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し な が ら 、 15Lの 袋 体 に 10～ 13L程 度 分 の 土 等 を 入 れ た 土 嚢 の 重 量 は 、 大 体 一 袋 20～

25kg前 後 で あ り 、 そ の 運 搬 に 労 力 が か か る こ と が 懸 念 さ れ る 。 例 え ば 、 震 災 時 等 に 路 面 に

段 差 が 発 生 し た 場 合 、 原 動 機 を 持 つ 車 両 に よ る 通 行 が 困 難 と な り 、 土 嚢 を 積 ん だ 原 動 機 を

持 つ 車 両 を 段 差 近 く ま で 運 ぶ こ と が で き な い 可 能 性 が あ る 。 そ の 場 合 、 大 八 車 、 リ ヤ カ ー

、 運 搬 用 一 輪 車 等 の 軽 車 両 を 使 っ て 、 ま た は 、 肩 に 担 い だ り 、 手 に 持 っ て 、 人 力 に よ り 土

嚢 を 段 差 の 発 生 し た 箇 所 ま で 運 ば な け れ ば な ら な い 。 特 に 、 高 速 道 路 は 出 入 り で き る 場 所

が 限 ら れ て い る の で 、 原 動 機 を 持 つ 車 両 が 使 え な い と 、 人 力 に よ っ て 長 距 離 運 ば な け れ ば

な ら な い の で 、 問 題 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 は 、 従 来 の 土 詰 め 土 嚢 よ り も 軽 く 、 可 搬 性 に 優 れ る 段 差 解 消 材 、 そ の 段 差 解 消 材

に 用 い る 発 泡 体 、 そ の 段 差 解 消 材 を 用 い た 段 差 解 消 構 造 、 及 び 段 差 解 消 方 法 を 提 供 す る こ

と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 段 差 解 消 構 造 は 、 1つ 以 上 の

、 道 路 の 路 面 に 生 じ た 段 差 を 解 消 す る た め の 段 差 解 消 材 と 、 1つ 以 上 の 段 差 解 消 材 の 上 に

敷 か れ 、 路 面 を 走 行 す る 車 両 か ら 段 差 解 消 材 へ の 衝 撃 を 緩 和 す る 緩 衝 材 と を 含 み 、 段 差 解

消 材 は 、 袋 体 と そ の 袋 体 内 に 充 填 さ れ る 発 泡 体 と を 含 む 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 段 差 解 消 材 は 、 道 路 の 路 面

に 生 じ た 段 差 を 解 消 す る た め の も の で あ る 。 段 差 解 消 材 は 、 袋 体 と 、 袋 体 内 に 充 填 さ れ る

発 泡 体 と を 含 む 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 発 泡 体 は 、 道 路 の 路 面 に 生

じ た 段 差 を 解 消 す る た め の 段 差 解 消 材 の 袋 体 に 充 填 さ れ 、 比 重 が 0.4～ 0.7で あ り 、 発 泡 体

が 充 填 さ れ た 段 差 解 消 材 の 上 を 車 両 が 所 定 の 回 数 通 過 し 、 体 積 比 の 変 化 が 収 束 し た と き に

、 収 束 後 の 段 差 解 消 材 の 体 積 比 は 0.75以 上 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 段 差 解 消 方 法 は 、 道 路 の 路

面 に 生 じ た 段 差 を 解 消 す る た め の も の で あ る 。 段 差 解 消 方 法 で は 、 1つ 以 上 の 段 差 解 消 材

を 少 な く と も 段 差 が 無 く な る ま で 積 み 、 路 面 を 走 行 す る 車 両 か ら 段 差 解 消 材 へ の 衝 撃 を 緩

和 す る 緩 衝 材 を 、 1つ 以 上 の 段 差 解 消 材 の 上 に 敷 き 、 段 差 解 消 材 は 、 袋 体 と そ の 袋 体 内 に

充 填 さ れ る 発 泡 体 と を 含 む 。
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【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の 土 詰 め 土 嚢 よ り も 軽 く 、 可 搬 性 に 優 れ る 効 果 を 奏 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 従 来 の 段 差 解 消 方 法 を 説 明 す る た め の 図 。

【 図 ２ 】 段 差 解 消 材 と し て 、 板 状 の 発 泡 ス チ ロ ー ル ブ ロ ッ ク を 用 い た 場 合 の 例 を 示 す 図 。

【 図 ３ 】 段 差 解 消 材 と し て 、 三 角 柱 状 の 発 泡 ス チ ロ ー ル ブ ロ ッ ク を 用 い た 場 合 の 例 を 示 す

図 。

【 図 ４ 】 第 一 実 施 形 態 に 係 る 段 差 解 消 構 造 １ ０ ０ の 構 造 例 を 示 す 図 。

【 図 ５ 】 実 験 １ の 結 果 を 示 す 図 。

【 図 ６ 】 実 験 ２ の 結 果 を 示 す 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に 用 い る 図 面 で は 、 同

じ 機 能 を 持 つ 構 成 部 や 同 じ 処 理 を 行 う ス テ ッ プ に は 同 一 の 符 号 を 記 し 、 重 複 説 明 を 省 略 す

る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

＜ 課 題 と 、 段 差 解 消 材 、 中 詰 め 材 の 考 察 ＞

(1)段 差 解 消 材 と し て 、 板 状 や 三 角 柱 状 の 発 泡 ス チ ロ ー ル ブ ロ ッ ク 等 (図 ２ 、 図 ３ 参 照 )が

考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 実 際 に 生 じ る と 想 定 さ れ る 段 差 の 形 状 は 、 複 雑 で あ り 、 決 ま

っ た 寸 法 の 発 泡 ス チ ロ ー ル ブ ロ ッ ク を 積 み 上 げ て 対 応 す る こ と が で き な い 可 能 性 が あ る 。

言 い 換 え る と 、 段 差 の 形 状 に 対 す る 追 随 性 が な く 、 段 差 解 消 材 と し て の 利 用 は 限 定 的 で あ

る 。 そ の た め 、 段 差 解 消 材 は 、 あ る 程 度 の 追 随 性 を 有 す る 土 嚢 の よ う な 構 造 (袋 体 内 に 小

さ な 中 詰 め 材 が 多 数 充 填 さ れ る 構 造 )で あ る こ と が 望 ま し い 。

(2)運 搬 時 の 重 量 を 減 ら す た め に 、 中 詰 め 材 と し て 吸 水 体 を 用 い る 従 来 技 術 と し て 、 参 考

文 献 １ が 知 ら れ て い る 。 参 考 文 献 １ の 吸 水 体 で あ れ ば 、 軽 く 、 可 搬 性 に 優 れ 、 追 随 性 を 期

待 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 車 両 の 通 行 に よ り 水 分 を 含 ん だ 吸 水 体 が 破 損 ま た は

破 裂 す る 可 能 性 が 高 く 、 段 差 解 消 材 と し て は 不 向 き で あ る 。

（ 参 考 文 献 １ ） 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ７ ５ ８ ５ ２ 号 公 報

(3)一 見 、 中 詰 め 材 と し て で き る だ け 軽 い 材 料 を 用 い る こ と で 、 可 搬 性 に 優 れ た 段 差 解 消

材 を 実 現 す る こ と が で き る よ う に 思 え る が 、 そ う で は な い 。 な ぜ な ら 、 (i)あ ま り 軽 す ぎ

る と 、 車 両 の 通 行 に よ り 、 段 差 解 消 材 が ず れ る こ と が あ る か ら で あ る 。 特 に 、 2段 以 上 に

段 差 解 消 材 を 積 み 重 ね た と き に 、 車 両 の 通 行 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 に 広 が る よ う に 段 差 解

消 材 が ズ レ や す い 。 ま た 、 (ii)設 置 時 や 搬 送 時 に 風 等 の 影 響 に よ り 、 飛 ば さ れ る 可 能 性 も

高 ま る 。 さ ら に 、 軽 車 両 を 使 っ て 、 ま た は 、 肩 に 担 い だ り 、 手 に 持 っ て 、 人 力 に よ り 搬 送

す る 場 合 、 容 積 の 問 題 で 搬 送 で き る 個 数 に は 限 り が あ る た め (要 は 、 か さ ば る た め )、 あ ま

り 軽 く て も 意 味 が な い 。 そ の た め 、 あ る 程 度 の 重 量 が あ る こ と が 望 ま れ る 。 実 験 等 か ら 水

に 対 す る 比 重 が 0.4～ 0.7程 度 の 材 料 を 利 用 す る の が 、 上 述 の 課 題 (i),(i i)を 解 決 す る た め

に 適 切 で あ る こ と が 分 か っ た 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め の 構 成 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

＜ 第 一 実 施 形 態 に 係 る 段 差 解 消 構 造 １ ０ ０ ＞

　 図 ４ は 第 一 実 施 形 態 に 係 る 段 差 解 消 構 造 １ ０ ０ の 構 造 例 を 示 す 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 段 差 解 消 構 造 １ ０ ０ は 、 複 数 の 、 道 路 の 路 面 に 生 じ た 段 差 を 解 消 す る た め の 段 差 解 消 材

１ １ ０ と 、 緩 衝 材 １ ２ ０ と を 含 む 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 段 差 解 消 構 造 １ ０ ０ は 、 複 数 の 段 差 解 消 材 １ １ ０ を 少 な く と も 段 差 が 無 く な る ま で 積 み
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、 次 に 、 緩 衝 材 １ ２ ０ を 、 複 数 の 段 差 解 消 材 １ １ ０ の 上 に 敷 く こ と で 実 現 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

＜ 段 差 解 消 材 １ １ ０ ＞

　 段 差 の 形 状 に 対 し て あ る 程 度 の 追 随 性 を 有 す る よ う に 、 段 差 解 消 材 １ １ ０ は 、 袋 体 と そ

の 袋 体 内 に 充 填 さ れ る 発 泡 体 と を 含 む 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 例 え ば 、 発 泡 体 と し て は 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 、 発 泡 ウ レ タ ン 、 発 泡 ガ ラ ス 等 が 考 え ら れ る

。 ま た 、 例 え ば 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 製 品 を 作 成 す る 際 に 生 じ た 端 材 を 集 め て 、 溶 か し て 、 プ

ラ ス チ ッ ク の 塊 に な る 手 前 ま で 圧 縮 し 、 砕 い た も の (減 容 品 )等 を 発 泡 体 と し て 利 用 で き る

。 な お 、 発 泡 体 は 袋 体 に 多 数 充 填 さ れ る 。 一 つ 一 つ の 発 泡 体 は 、 段 差 の 形 状 に 対 し て 追 随

性 を 有 す る た め に 、 適 切 な 大 き さ 、 形 状 で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 袋 体 と し て は 、 段 差 解 消 材 １ １ ０ の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る た め 、 高 強 度 、 耐 久 性 を 備 え 、

破 損 し づ ら い も の を 用 い る こ と が 望 ま し い 。 例 え ば 、 麻 袋 や バ ラ ス ト 袋 等 が 考 え ら れ る 。

袋 体 の 容 量 は 、 15Lが 一 般 的 だ が 人 手 で の 搬 送 に 適 し た 大 き さ で あ れ ば よ く 、 10～ 20L程 度

の 容 量 が 適 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

＜ 緩 衝 材 １ ２ ０ ＞

　 緩 衝 材 １ ２ ０ は 、 複 数 の 段 差 解 消 材 １ １ ０ の 上 に 敷 か れ 、 路 面 を 走 行 す る 車 両 か ら 段 差

解 消 材 １ １ ０ へ の 衝 撃 を 緩 和 す る 。 緩 衝 材 １ ２ ０ の 敷 設 に よ り 、 車 両 の 荷 重 を 分 散 し 、 段

差 解 消 材 １ １ ０ の 袋 体 の 破 損 を 軽 減 す る こ と が で き 、 段 差 解 消 材 １ １ ０ の 耐 久 性 を 向 上 さ

せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 例 え ば 、 緩 衝 材 と し て は 、 段 差 解 消 材 １ １ ０ と の 間 で 滑 ら ず 、 車 両 の 荷 重 に 対 し て 破 損

し な い 強 度 を 備 え る も の が 望 ま し い 。 例 え ば 、 ゴ ム マ ッ ト 等 が 考 え ら れ る 。 ゴ ム マ ッ ト は

、 厚 す ぎ る と 重 く な り ハ ン ド リ ン グ が 悪 く な り 、 薄 い と 車 両 通 行 時 に め く り あ が る た め 、

適 切 な 厚 さ と す る こ と が 望 ま し い 。 例 え ば 、 2000× 1000× 10(m m)の ゴ ム マ ッ ト (25kg/枚 ,

耐 荷 重 36t)を 複 数 枚 用 い て 、 緩 衝 材 １ ２ ０ と し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

＜ 実 験 １ の 結 果 ＞

　 段 差 解 消 材 １ １ ０ の 中 詰 め 材 の 選 定 を 目 的 と し た 車 両 載 荷 実 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果 を 図

５ に 示 す 。 15Lの 袋 体 (バ ラ ス ト 袋 )に 各 中 詰 め 材 を 10L前 後 充 填 し 、 1袋 を 路 面 に 離 し て 設

置 し 、 緩 衝 材 １ ２ ０ を 使 用 せ ず 、 車 両 の タ イ ヤ で 直 接 載 荷 し た 。 一 般 車 両 を 想 定 し た 2.6t

の 車 両 を 20回 ず つ 載 荷 し 、 そ の 後 、 緊 急 車 両 (散 水 車 )を 想 定 し た 20tの 車 両 を 20回 ず つ 載

荷 し た 。 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 A～ Cは 、 何 れ も 同 じ 材 料 で あ り 、 そ の 大 き さ が 異 な る 。 発 泡 ガ

ラ ス 系 材 料 Aの 粒 径 は 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 Bの 粒 径 よ り も 小 さ く 、 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 Cは 発 泡

ガ ラ ス 系 材 料 Aと 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 Bと を 混 合 し た も の で あ る 。 材 料 自 体 は 同 じ 比 重 0.45で

あ る が 、 粒 径 が 異 な る た め 、 同 じ 容 量 15Lの 袋 体 に 入 れ た と き に 、 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 間 に

で き る 空 隙 の 大 き さ が 異 な り 、 一 袋 当 た り の 重 量 が 異 な る 。 粒 径 が 大 き い も の よ り も 小 さ

い も の の ほ う が 、 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 間 の 空 隙 が 小 さ く な り 、 一 袋 当 た り の 重 量 が 重 く な る

。 粒 径 が 大 き い も の と 小 さ い も の と を 混 合 す る と 、 さ ら に 、 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 間 の 空 隙 が

小 さ く な り 、 一 袋 当 た り の 重 量 が さ ら に 重 く な る 。 中 詰 め 材 の 形 状 や 大 き さ か ら 中 詰 め 材

間 に で き る 空 隙 の 大 き さ が 変 化 し 、 空 隙 を 含 ま な い 中 詰 め 材 の み の 容 量 は 変 化 す る 。 そ の

た め 、 15Lの 容 量 の 袋 体 に 、 段 差 の 形 状 に 対 し て 追 随 性 を 有 す る た め に 、 適 切 な 大 き さ 、

形 状 の 比 重 0.4～ 0.7の 中 詰 め 材 を 入 れ る と 、 空 隙 を 含 ま な い 中 詰 め 材 の み の 容 量 は 10L前

後 (中 詰 め 材 の 形 状 や 大 き さ 等 に よ り 異 な り 、 充 填 率 (袋 体 内 に お い て 実 際 に 中 詰 め 材 が 占

め る 空 間 の 割 合 )で 表 す と 0.6～ 0.8程 度 )と な り 、 一 袋 当 た り の 重 量 は 、 4～ 6kgと な る 。 こ

の 実 験 で は 、 比 重 か ら 、 空 隙 を 含 ま な い 、 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 A,B,Cの み の 容 量 は 、 そ れ ぞ

れ 9.56L,7.78L,11.78Lで あ る こ と が 分 か る 。 発 泡 ウ レ タ ン 角 材 Aは 一 辺 が 約 3cmの 略 立 方 体
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か ら な り 、 発 泡 ウ レ タ ン 角 材 Bは 一 辺 が 約 2cmの 略 立 方 体 か ら な る が 、 材 料 は 同 じ も の で あ

る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

＜ 実 験 ２ の 結 果 ＞

　 実 際 に 、 様 々 な 発 泡 体 を 用 い て 段 差 解 消 構 造 １ ０ ０ を 構 成 し (図 ４ 参 照 )、 段 差 の 解 消 を

行 い 、 20tの 車 両 を 10回 ず つ 載 荷 し た 。 そ の 結 果 を 図 ６ に 示 す 。 こ の 実 験 で は 、 段 差 を 30c

mと し 、 100個 の 段 差 解 消 材 を 用 い て 、 段 差 解 消 構 造 １ ０ ０ を 構 成 し た 。 2,3回 車 両 が 通 行

す る と 、 段 差 解 消 材 が 段 差 形 状 に 馴 染 み 安 定 し た 。 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 Eは 、 実 験 １ で 用 い

た も の と 同 様 の 材 料 で あ る 。 20tの 車 両 を 5～ 6回 載 荷 す る と 、 体 積 比 (載 荷 前 の 体 積 /載 荷

後 の 体 積 )が そ れ ほ ど 変 化 し な く な る た め 、 本 実 験 で は 、 20tの 車 両 を 10回 ず つ 載 荷 す る の

み と し た 。 こ の こ と は 、 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 Eの 体 積 比 が 実 験 １ の と き と 同 じ こ と か ら も 分

か る 。 実 験 ２ の 糸 状 減 容 品 は 、 タ イ ヤ 通 過 位 置 に 対 し て 直 角 方 向 に 段 差 解 消 材 が 広 が る よ

う な ズ レ が 発 生 し た 。 段 差 解 消 材 の ズ レ に 伴 い 、 緩 衝 材 に も ズ レ が 発 生 し た 。 発 泡 体 は 、

細 長 い 形 状 よ り も 粒 状 の ほ う が ズ レ が 生 じ に く い と 考 え ら れ る 。 ま た 、 段 差 解 消 材 が 軽 す

ぎ る と 、 上 述 の ズ レ が 生 じ や す く な る と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 G,Hは 、 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 Eの 改 良 品 で あ る 。 ま た 、 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料

Iは 、 実 験 １ の 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 A～ Cの 改 良 品 で あ る 。 粒 状 減 容 品 は 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 製

品 を 作 成 す る 際 に 生 じ た 端 材 を 集 め て 、 溶 か し て 、 プ ラ ス チ ッ ク の 塊 に な る 手 前 ま で 圧 縮

し 、 粒 状 に 砕 い た も の で あ り 、 糸 状 減 容 品 は 同 様 に 圧 縮 し た も の を 糸 状 に 砕 い た も の で あ

る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

＜ 効 果 ＞

　 中 詰 め 材 と し て 、 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 A～ I、 発 泡 ウ レ タ ン 角 材 A,B、 糸 状 減 容 品 、 粒 状 減

容 品 の 何 れ の 発 泡 体 を 用 い た 場 合 で あ っ て も 、 従 来 の 土 詰 め 土 嚢 よ り も 軽 く 、 可 搬 性 に 優

れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 な お 、 15Lの 袋 体 に 10L程 度 分 の 土 等 を 入 れ た 土 詰 め 土 嚢 の 重 量 は 、 大 体 一 袋 20～ 25kgで

あ り 、 軽 車 両 を 使 っ て 、 人 力 に よ り 搬 送 す る と し て も 個 数 が 増 え る と ハ ン ド リ ン グ が 難 し

く な っ て く る 。 ま た は 、 肩 に 担 い だ り 、 手 に 持 っ て 、 人 力 に よ り 土 嚢 を 搬 送 す る 場 合 に は

、 一 般 車 両 や 緊 急 車 両 が 渋 滞 を 作 っ て い る 道 路 上 を 長 距 離 移 動 す る こ と 、 繰 り 返 し 運 搬 す

る こ と を 考 慮 す る と 、 1個 が 限 度 で は な い か と 思 わ れ る 。 一 方 、 15Lの 袋 体 に 比 重 が 0.4～ 0

.7程 度 の 中 詰 め 材 を 10L前 後 分 入 れ た 本 実 施 形 態 の 段 差 解 消 材 の 重 量 は 、 大 体 一 袋 4～ 6kg

で あ り 、 軽 車 両 を 使 っ て 、 容 易 に 人 力 に よ り 搬 送 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 リ ヤ カ ー に

よ る 運 搬 は 、 2人 で 運 搬 で の 運 搬 を 考 慮 す る と 、 総 重 量 230kg(積 載 200kg)ま で は 可 能 と 考

え ら れ る 。 一 袋 6kgと し た 場 合 で も 、 30袋 程 度 は 運 搬 可 能 で あ る (土 詰 め 土 嚢 の 場 合 8～ 10

袋 程 度 )。 肩 に 担 い だ り 、 手 に 持 っ て 、 人 力 に よ り 土 嚢 を 搬 送 す る 場 合 で あ っ て も 4つ 程 度

は 搬 送 す る こ と が で き る 。 ま た 、 比 重 が 軽 す ぎ る と 、 段 差 解 消 材 及 び 緩 衝 材 に ズ レ が 生 じ

や す く な っ た り 、 風 等 に よ り 飛 ば さ れ る 虞 が あ る 。 こ れ ら の 点 を 考 慮 す る と 、 中 詰 め 材 と

し て 、 比 重 が 0.4～ 0.7程 度 の 発 泡 体 を 用 い 、 空 隙 を 含 ま な い 発 泡 体 の み の 容 量 が 10L～ 12L

(充 填 率 0.6～ 0.8程 度 )と な る よ う な 大 き さ 及 び 形 状 と し 、 大 体 一 袋 4～ 6kg程 度 と す る こ と

が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 体 積 比 が 小 さ い 場 合 に は 、 あ る 程 度 車 両 が 通 行 す る と 、 段 差 解 消 材 が 潰 れ 、 新 た に 段 差

が 生 じ る 。 そ の た め 、 潰 れ た 段 差 解 消 材 の 上 に 、 新 し い 段 差 解 消 材 を 積 む 必 要 が あ る 。 た

だ し 、 あ る 程 度 車 両 が 通 行 す る と 、 体 積 比 の 変 化 は 収 束 す る た め 、 常 に 新 し い 段 差 解 消 材

を 積 み 続 け る 必 要 は な い 。 体 積 比 が 大 き い 場 合 (例 え ば 、 車 両 が 所 定 の 回 数 通 過 し 、 体 積

比 の 変 化 が 収 束 し た と き に 、 収 束 後 の 体 積 比 が 0.75以 上 の 場 合 )に は 、 新 し い 段 差 解 消 材

を 積 む 作 業 を 省 く こ と が で き る と い う メ リ ッ ト が あ る 。 ま た 、 例 え ば 、 段 差 が 30cmの 場 合

に 、 体 積 比 を 考 慮 し て 、 段 差 に 隣 接 す る 部 分 に お い て 段 差 解 消 材 を 35～ 40cm程 度 に 積 み 上
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げ て お き 、 段 差 解 消 材 が 潰 れ た と き に 段 差 が 解 消 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 発 泡 ガ ラ ス 系 材 料 を 用 い た 場 合 、 自 然 由 来 の 材 料 な の で 、 仮 に 、 袋 体 が 破 損 し 発 泡 ガ ラ

ス 系 材 料 が 外 部 に 流 出 し た と し て も 環 境 を 汚 染 し な い と い う メ リ ッ ト が あ る 。 ま た 、 発 泡

ガ ラ ス 系 材 料 は 、 一 般 的 に 、 発 泡 ウ レ タ ン 角 材 A,B、 糸 状 減 容 品 、 粒 状 減 容 品 よ り も 生 産

コ ス ト が 低 い と い う メ リ ッ ト が あ る 。 段 差 解 消 材 は 、 使 用 に 際 し て 大 量 に 必 要 と な り （ 実

験 ２ で は 、 1つ の 30cmの 段 差 に 対 し て 100個 の 段 差 解 消 材 を 使 用 ） 、 ま た 、 道 路 が あ る 地 域

に 、 所 定 の 間 隔 で 様 々 な 場 所 に ス ト ッ ク す る 必 要 が あ る た め 、 一 つ 一 つ の 段 差 解 消 材 に 対

す る コ ス ト が 低 い こ と が 重 要 で あ る 。 そ の た め 、 コ ス ト の 観 点 か ら も 発 泡 体 と し て 発 泡 ガ

ラ ス 系 材 料 を 用 い る こ と が 望 ま し い 。 な お 、 袋 体 と 発 泡 体 と を 別 々 に ス ト ッ ク し て お き 、

段 差 発 生 時 に 、 発 泡 体 を 袋 体 に 充 填 し て 段 差 解 消 材 を 作 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

＜ 変 形 例 ＞

　 本 実 施 形 態 で は 、 複 数 の 段 差 解 消 材 と 、 緩 衝 材 １ ２ ０ と 組 合 せ て 利 用 し て い る が 、 段 差

が 小 さ い 場 合 に は 、 1つ の 段 差 解 消 材 の み 、 ま た は 、 1つ の 段 差 解 消 材 と 緩 衝 材 １ ２ ０ と の

組 合 せ を 用 い て も よ い 。 そ の 場 合 に は 、 比 重 の 小 さ い 中 詰 め 材 を 用 い て も 、 タ イ ヤ 通 過 位

置 に 対 し て 直 角 方 向 に 段 差 解 消 材 が 広 が る よ う な ズ レ が 発 生 す る と い う 問 題 は 生 じ な い 。

ま た 、 複 数 の 段 差 解 消 材 の み か ら な り 、 緩 衝 材 １ ２ ０ を 有 さ な い 構 成 と し て も よ い 。 そ の

場 合 に は 、 車 両 の 荷 重 が 分 散 せ ず 、 直 接 段 差 解 消 材 に 係 る た め 、 袋 体 が 破 損 し や す く な る

。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 中 詰 め 材 の 量 を 袋 体 に 対 し て 少 な く 入 れ る こ と で 、 載 荷 時 に 袋 体 に か か る 力 を 軽 減 で き

、 破 損 を 防 ぐ こ と も で き る と 思 わ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 本 発 明 は 上 記 の 実 施 形 態 及 び 変 形 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し

な い 範 囲 で 適 宜 変 更 が 可 能 で あ る 。
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